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■クリエイティビティと地域の魅力の融合による新たな拠点の誕生

リニア中央新幹線によって三大都市圏が結ばれることにより、その間に位置
する中間駅は、多様な人材が活発に行き交いクリエイティブな交流が生まれる、
新しい知的対流拠点となる可能性を秘めている。そして、そこで創出される高度
な付加価値が、周辺地域の魅力と融合することで、地域の強みを活かした新しい
産業の創出や、既存産業の高付加価値化に寄与することが期待される。

これに加え、中間駅周辺地域は、リニア中央新幹線による劇的な時間短縮に
より、テレワークやジョブ型雇用等の普及とあいまって、大都市で働きながら自
然豊かな地域で暮らしたり、ライフステージに応じた住み替え先となるなど、新
たな居住の選択肢を提供する地域に発展していく可能性を持っている。また、こ
れ以外にも、例えば、地域と大都市住民の交流の促進を通じて、余暇や生きがい
を充実させるような新たなライフスタイルを提供していくことも考えられる。例
えば、地域の食文化や農業をテーマとした参画型のプラットフォームをつくり、
大都市や郊外で増加する高齢者を呼び込み社会参画させるような取組は、高齢者
が生きがいを感じられることにつながるとともに、地域間の交流・対流を促進す
るという観点からも期待される。

そして、地域づくりを構想していくにあたっては、地域の自然とそこに住む
人々の暮らしによって形作られる景観、歴史、風土等の個性を分析し、地域の強
みとして磨いていくことが求められる。

このように、中間駅周辺地域は、活発な知的対流と地域の魅力に即した豊か
なライフスタイルが結びついた、新たな拠点に発展していく可能性を秘めている
が、さらに積極的な取組として、例えば、Society5.0 が目指す革新的技術を集積
させるとともに、周辺の豊かな自然環境と融合した全く新しいコンセプトのライ
フスタイルを海外に発信するなど、世界を先導する独自性と先進性に優れた質の
高い地域を目指すこと等も期待される。

スーパー･メガリージョン構想とは

リニア中央新幹線の開業によって、東京・名古屋・大阪の三大都市圏
が、それぞれの特色を発揮しつつ、一体化することで形成される世界
最大の巨大都市圏。国内各地間の移動時間が短くなり、三大都市圏の
成長力が全国に波及
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３大都市圏
人口：約７，０００万人
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